
平
成
25
年
6
月
25
日(

火)

、
敦

賀
港
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
、
日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船(

株)

が

運
航
す
る
豪
華
客
船
「
ぱ
し

ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
が
、
乗
客

約
３
２
０
人
を
乗
せ
て
北
海
道
へ

出
港
し
ま
し
た
。

本
ク
ル
ー
ズ
は
、
利
尻
島
、
礼

文
島
を
旅
す
る
6
日
間
の
ク
ル
ー

ズ
で
あ
り
、
30
日
に
敦
賀
港
に
帰

港
し
、
午
後
か
ら
は
、
船
内
見
学

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
客
船
は
今
年
8
月
2

日(

金)

に
も
人
道
の
港
ク
ル
ー
ズ

と
し
て
、
竿
燈
・
ね
ぶ
た
東
北
二

大
祭
り
ク
ル
ー
ズ
が
敦
賀
港
発
着

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

［※

見
送
り
隊
と
は]

ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致
な
ど
で
街
の
活
性

化
を
目
指
し
今
年
3
月
に
設
立
し
た
「
敦

賀
み
な
と
振
興
会
」
（
敦
賀
市
、
福
井
県
、

湾
関
係
企
業
な
ど
11
団
体
）
が
、
出
港
を

見
送
り
、
も
て
な
し
の
心
を
示
す
こ
と
で
、

継
続
し
た
寄
港
に
つ
な
げ
よ
う
と
企
画
し
、

市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
も
の
。
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福
井
港
、
敦
賀
港
で
ク
ル
ー
ズ
客
船
を
歓
迎
！

・北陸地方整備局 松原次長が各団体で講演！

・敦賀港にて「みなとふれあい教室」を開催！

・南海トラフ巨大地震に対応した代替輸送訓練
（ワークショップ）の開催！

・坂井農業高校生が福井港海岸工事を見学！

・つるが「鉄道とみなと」フェスティバルが開催！

・敦賀港にて「親子のフェスティバル」が開催！

・敦賀市にて日本港湾協会の定時総会が開催！

・優良工事等の事務所長表彰式を挙行！

・福井港、敦賀港でクルーズ客船の出港、寄港を歓迎！

平
成
25
年
5
月
11
日(

土)

、
豪
華
客

船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
が
日
本

一
周
旅
行
の
中
、
乗
客
約
４
０
０
人
を
乗

せ
て
福
井
港

北
1
号
岸
壁
に
寄
港
し
ま

し
た
。
福
井
港
に
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
寄
港

す
る
の
は
4
年
振
り
（
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く

び
い
な
す
は
6
年
振
り
）
で
、
福
井
港

振
興
協
会
主
催
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

朝
早
い
入
港
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
市

民
ら
が
訪
れ
、
嶺
北
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

や
地
元
小
学
生
ら
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

な
ど
に
よ
っ
て
入
港
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

乗
客
は
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て

の
1
日
コ
ー
ス
と
半
日
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
東
尋
坊
、
永
平
寺
、
丸
岡
城
、
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
な
ど
で
観
光
を
楽
し
み
ま

し
た
。

出
港
時
に
は
、Y

O
S
A
KOI

イ
ッ
チ
ョ
ラ

イ
の
踊
り
を
披
露
し
た
後
、
市
民
か
ら

「
さ
よ
う
な
ら
、
ま
た
来
て
ね
ー
」
と
の

お
見
送
り
を
受
け
、
次
の
寄
港
地

函
館

に
向
け
出
港
し
て
い
き
ま
し
た
。

YOSAKOIイッチョライを乗客に披露

敦賀港フェリーターミナルに入港した
客船「ぱしふぃっくびいなす」

紙テープが投げ込まれる中
手を振ってお見送り

平
成
25
年
8
月
2
日(

金)

、
敦
賀
港
の

金
ヶ
崎
緑
地
に
お
い
て
、
つ
る
が
「
鉄
道

と
港
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
（
点
灯
式
）
が
、
「
敦
賀
・

鉄
道
と
港
」
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
鉄
道
と
港
の
ま
ち
つ
る
が
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩

ら
れ
、
周
囲
に
立
ち
並
ぶ
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

や
旧
敦
賀
港
駅
舎
（
鉄
道
資
料
館
）
な
ど
、

敦
賀
港
の
歴
史
を
物
語
る
レ
ト
ロ
な
建
物

も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
港
町
情

緒
が
漂
う
中
、
多
く
の
市
民
が
ラ
イ
ブ
や

踊
り
、
ハ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

市長他による点灯式

イルミネーションと子供たち
が作った「夢とうろう」

つるが「鉄道とみなと」フェスティバルが開催！

・平成２５年コンテナ取扱貨物量上半期過去最高を記録！
・敦賀港湾事務所主催の工事安全パトロールを
毎月開催！

福井港に入港する
客船「ぱしふぃっくびいなす」



北陸地方整備局 松原次長が各団体で講演！

講演会場の様子

②

南海トラフ巨大地震に対応した代替輸送訓練（ワークショップ）の開催！

平
成
25
年
5
月
31
日(

金)

、
国
土
交

通
省
北
陸
地
方
整
備
局

松
原
裕
次
長

が
、
敦
賀
市
役
所
に
お
い
て
敦
賀
港
の

整
備
拡
充
を
目
指
す
敦
賀
港
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
（
会
長
：
西
川
一
誠
知

事
）
で
、
「
港
湾
行
政
の
動
向
と
敦
賀

港
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

同
会
の
役
員
か
ら
は
、
国
際
コ
ン
テ

ナ
戦
略
港
湾
、
日
本
海
側
拠
点
港
湾
や

北
陸
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
掘
削
残
土
の
有

効
活
用
な
ど
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
6
月
11
日(

火)

に
は
、
敦
賀

市
に
お
い
て
福
井
県
港
湾
建
設
協
会

で
、
7
月
25
日(

水)

に
は
、
坂
井
市
に

お
い
て
日
本
海
北
陸
地
区
港
湾
整
備
促

進
連
合
会
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

ワークショップの様子

松原次長による講演

会場全体の様子

平
成
25
年
5
月
22
日(

水)

、
敦
賀
市
の
プ
ラ
ザ
萬
象
に
お
い
て
、

日
本
港
湾
協
会
の
第
86
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
港

湾
関
係
者
約
９
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
本
総
会
は
全
国
の
港
湾
都

市
を
持
ち
回
り
で
年
１
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
北
陸
管
内
で
は
、
平
成

15
年
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
て
以
来
10
年
振
り
で
、
福
井
県
内
で
は
初

め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

本
総
会
の
開
会
式
で
は
、
三
村
明
夫
日
本
港
湾
協
会
会
長
、
西
川
一

誠
福
井
県
知
事
、
河
瀬
一
治
敦
賀
市
長
が
挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
山
縣
宣

彦
港
湾
局
長
（
大
脇
崇
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
技
術
参
事
官
が
代
読
）

か
ら
の
祝
辞
が
行
わ
れ
、
最
後
に
古
賀
誠
前
衆
議
院
議
員
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
港
湾
功
労
者
の
表
彰
式
が
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
港

湾
に
貢
献
し
た
と
し
て
敦
賀
海
陸
運
輸
株
式
会
社
の
藤
田
紀
雄
常
務
ら

全
国
１
３
０
人
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
「
人
道

の
港
」
の
啓
発
活
動
が
評
価
さ
れ
、
敦
賀
市
国
際
交
流
貿
易
課
と
日
本

ク
ル
ー
ズ
客
船
が
日
本
港
湾
協
会
企
画
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
総
会
を
敦
賀
市
で
開
催
し
た
こ
と
で
、
敦
賀
港
を
全
国
各
地
の
港

湾
関
係
者
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
歴
史
あ
る
敦
賀
に
ふ

れ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
第
87
回
定
時
総
会
は
、
茨
城
県
日
立
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

敦賀市で日本港湾協会の定時総会が開催！

古賀 誠 元衆議院議員

定例総会の会場全体の様子

河瀬 一治 敦賀市長

会場内で並ぶ地元産のお土産屋

三村 明夫 日本港湾協会会長 西川 一誠 福井県知事

大脇 崇 国土交通省大臣
官房技術参事官

広
域
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
専
門
部
会
は
、
平
成
25
年

8
月
1
日(

木)

名
古
屋
市
に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
対
応
し
た
代
替
輸
送
訓
練
を
実
施

す
る
前
段
階
と
し
て
、
訓
練
参
加
同
士
の
体
験
共

有
・
意
見
表
出
等
を
目
的
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
、

中
京
圏
の
道
路
や
港
湾
な
ど
が
深
刻
な
被
害
を
受

け
た
と
の
想
定
で
輸
送
ル
ー
ト
を
北
陸
に
代
替

し
、
流
通
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
た
場
合
の
課

題
や
必
要
な
条
件
・
準
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
も

の
で
す
。

当
日
は
、
中
京
圏
の
メ
ー
カ
ー
や
物
流
関
係
者

約
80
人
が
参
加
し
、
各
班
に
分
か
れ
積
極
的
に
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
10
月
に
は
代

替
輸
送
の
図
上
訓
練
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

［※

広
域
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
専
門
部
会
と
は]

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
北
陸
信
越
運
輸
局
は
合
同
で
、
北
陸

地
域
に
お
け
る
物
流
に
係
る
課
題
・
施
策
に
つ
い
て
、
幅
広
い
意

見
・
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
具
体
的
な
施
策
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
18
年
8
月
に
産
学
官
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
北
陸

地
域
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
23
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
、
首
都
圏
直
下
や
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
し
た
巨
大
地
震

に
よ
る
災
害
に
対
応
す
る
太
平
洋
側
港
湾
の
代
替
機
能
の
確

保
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
広
域
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
専
門
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。



③

平
成
25
年
5
月
19
日(

日)

、
敦
賀
市
内
の
き

ら
め
き
み
な
と
館
及
び
金
ヶ
崎
緑
地
周
辺
に
お

い
て
、
親
と
子
、
仲
間
、
地
域
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
等
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市

民
会
議
の
主
催
で
第
31
回
「
親
子
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
か
ら
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
と
な
る
中
、
当
事
務
所
で
は
港
湾
業
務
艇

「
ま
つ
か
ぜ
」
に
よ
る
敦
賀
港
内
を
一
周
す
る

体
験
航
海
を
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
、

計
５
回
（
約
30
分
／
回
）
運
航
し
、
合
計
94
人

の
親
子
が
乗
船
さ
れ
ま
し
た
。

船
内
で
は
、
港
湾
施
設
の
役
割
や
重
要
性
の

説
明
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
親
子
は
関
心
を

も
っ
て
説
明
を
聞
い
て
い
る
様
子
で
、
日
常
で

は
体
験
で
き
な
い
海
か
ら
の
眺
め
に
大
変
興
味

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
海
上
自
衛
隊

多
用
途
支
援
艦
や
海
上
保
安
部
巡
視
船
の
一
般

公
開
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
き
ら
め
き
み
な
と
館

や
金
ヶ
崎
緑
地
に
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
多
く
の
親
子
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

敦賀港にて「親子のフェスティバル」が開催！

海からの眺めに興味津々な親子

体験航海を心待ちで乗船する人々

平
成
25
年
7
月
16
日(

火)

、
敦
賀
港
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
及
び
親
水
護
岸
フ
ェ
リ
オ
ス
に
お
い
て
、
敦
賀
港
に
近
い
敦

賀
西
小
学
校
の
５
年
生
49
名
が
、
港
の
役
割
や
「
海
・
港
」
へ

の
親
し
み
・
興
味
・
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「

み
な
と
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と
題
し
、
フ
ェ
リ
ー
見
学
、
講
話
及

び
稚
魚
放
流
を
体
験
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
昨
年
6
月
に
就
航
し
た
フ
ェ
リ
ー
「
す
ず
ら
ん
」

に
乗
船
し
、
客
室
や
普
段
は
入
れ
な
い
操
舵
室
等
を
見
学
し
、

そ
の
豪
華
さ
や
大
き
さ
に
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

次
に
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
て
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー

の
早
坂
副
長
、
敦
賀
市
漁
協
の
濵
上
組
合
長
、
そ
し
て
当
事
務

所
の
松
本
所
長
が
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
松
本
所
長
か
ら
は
「

港
が
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
な
ど
の

説
明
を
行
い
、
港
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鯛
の
稚
魚
１
４
０
０
匹
を
児
童
が
網
と
バ
ケ
ツ
を

使
用
し
、
元
気
が
良
く
て
な
か
な
か
捕
ら
え
ら
れ
な
い
稚
魚
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
楽
し
そ
う
に
放
流
し
ま
し
た
。

敦賀港にて「みなとふれあい教室」を開催！

坂井農業高校生が福井港海岸工事を見学！

平
成
25
年
7
月
5
日(

金)

に
、(

一
社)

坂
井
郡

建
設
業
協
会
の
主
催
で
福
井
県
立
坂
井
農
業
高
等

学
校
の
環
境
シ
ス
テ
ム
科
２
年
生(

23
名:

引
率
者

２
名)
が
、
福
井
港
を
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

バ
ス
で
福
井
港
に
到
着
後
、
最
初
に
見
学
会
の

説
明
を
受
け
た
後
、
工
事
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
で

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
観
光
船
に
乗
り
、
福
井
港
内
を

見
学
し
、
そ
の
後
、
バ
ス
で
移
動
し
福
井
港
海
岸

の
護
岸
改
良
工
事
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
海
が
荒
れ
て
、
船
で
の
見
学
は
港
内

限
定
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
盤
改
良
工
事
の
現
場

で
は
、
止
水
工
で
使
用
す
る
薬
剤
が
瞬
く
間
に
固

化
す
る
様
子
や
ダ
ブ
ル
パ
ッ
カ
ー
の
膨
張
、
薬
液

の
注
入
状
況
の
実
演
に
興
味
を
持
っ
て
見
学
し
て

い
ま
し
た
。

船内で福井港の説明 地盤改良工事の概要説明

ダブルパッカー工法の実演 見学会のお礼の挨拶

フェリー操舵室にて機器等の説明 ターミナル内にて松本所長の講話

鯛の稚魚を苦戦して捕まえている様子 鯛の稚魚を放流している様子
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④

優良工事等の事務所長表彰式を挙行！

［※

優
良
工
事
等
表
彰
と
は
］

優
良
工
事
等
の
表
彰
は
、
北
陸

地
方
整
備
局
所
管
の
工
事
等
に
関

し
、
そ
の
施
工
及
び
成
果
が
優
秀

で
あ
っ
て
、
他
の
模
範
と
な
る
も

の
を
選
定
し
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
良
質
な
社
会
資
本
整
備
を
目

指
す
と
と
も
に
、
建
設
技
術
の
向

上
と
事
業
の
推
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
特
に
優
秀
な
も
の
を

局
長
表
彰
、
優
秀
な
も
の
を
事
務

所
長
表
彰
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
優
良
工
事
（
局
長
表
彰
、

事
務
所
長
表
彰
）
に
選
定
さ
れ
た

工
事
に
お
い
て
、
下
請
負
者
等
も

当
該
工
事
の
施
工
に
貢
献
し
た
企

業
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

平成25年コンテナ取扱貨物量上半期過去最高を記録！

平
成
25
年
１
月
か
ら
６
月
の
、

敦
賀
港
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
取
扱
貨

物
量
（
実
入
り
）
が
、
前
年
同
期

比
15.

9
％
増
の
１
万
５
２
３
７

Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
20
フ
ィ
ー

ト
コ
ン
テ
ナ
１
個
分
）
と
な
り
同

期
間
と
し
て
、
過
去
最
高
を
記
録

し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
輸
出
が
前

年
比
20.

9
％
増
の
６
６
２
４
Ｔ

Ｅ
Ｕ
、
輸
入
が
同
12.

3
％
増
の

８
６
１
３
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
し
た
。
こ
れ

は
、
輸
出
で
は
韓
国
へ
の
液
晶
ガ

ラ
ス
や
農
業
機
械
、
輸
入
で
は
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
の
住
宅
資
材
、
家

具
類
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月

か
ら
就
航
し
て
い
る
韓
国
・
中
国

航
路
の
取
扱
貨
物
量
は
輸
出
入
合

計
で
、
４
５
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
増
加
を

後
押
し
し
ま
し
た
。

コンテナ取扱貨物量（1～6月）（過去3年）

（
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）

15,237

13,150
10,813

Information

敦
賀
港
湾
事
務
所
で
は
、
敦
賀
港

の
静
穏
度
を
向
上
さ
せ
、
船
舶
の
荷

役
等
の
安
全
性
や
円
滑
な
運
航
を
確

保
す
る
た
め
、
防
波
堤
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
井
港
海

岸
で
は
、
日
本
海
特
有
の
冬
季
波
浪

や
侵
食
の
進
行
に
よ
っ
て
、
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
の
飛
散
や
護
岸
背
後
の
陥
没

と
い
っ
た
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
護
岸
の
沖
合
に
波
の
勢

い
を
弱
め
る
離
岸
堤
（
潜
堤
）
の
整

備
や
、
護
岸
背
後
の
陥
没
を
防
ぐ
と

と
も
に
地
震
時
の
液
状
化
を
防
止
す

る
地
盤
改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め

の
様
々
な
工
事
で
の
足
場
か
ら
の
転

落
事
故
や
熱
中
症
等
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
当
事
務
所
主
催
の
工
事
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
月
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
全
て

の
工
事
現
場
を
点
検
し
、
改
善
す
べ

き
点
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
無
事

故
で
工
事
が
進
む
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
当
事
務
所
発
注
の
工

事
で
は
、
現
在
約
２
９
０
０
日
の
無

事
故
記
録
が
続
い
て
い
ま
す
。

敦賀港湾事務所主催の工事安全パトロールを毎月開催！

工事安全パトロール実施状況

平
成
25
年
7
月
18
日
、
平
成
24
年
度
完
成

優
良
工
事
等
の

事
務
所
長
表
彰
式
を
敦
賀
港
湾
事
務
所
で
行
い
ま
し
た
。

優
良
工
事
と
し
て
、
敦
賀
港
（
鞠
山
北
地
区
）
防
波
堤
基
礎

工
事
（
そ
の
２
）
を
選
定
し
、
受
注
者
の
東
洋
・
不
動
テ
ト
ラ

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

当
該
工
事
は
、
平
成
24
年
3
月
か
ら
平
成
25
年
1
月
ま
で
に
、

防
波
堤
の
基
礎
の
造
成
及
び
被
災
ケ
ー
ソ
ン
１
函
の
復
旧
を
施

工
し
た
も
の
で
す
。
狭
い
区
域
内
に
最
大
３
件
の
工
事
が
輻
輳

す
る
中
、
短
期
間
に
約
８
万
ｍ
の
捨
石
投
入
と
、
被
災
し
た

ケ
ー
ソ
ン
の
撤
去
・
復
旧
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
選
定
理
由
と

し
て
は
、
不
足
す
る
捨
石
の
積
出
し
場
所
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
被
災
ケ
ー
ソ
ン
の
再
据
付
可
能
時
期
を
逸
し
な
い
よ
う
に

上
床
版
撤
去
に
お
け
る
海
上
作
業
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
等
、

技
術
力
や
創
意
工
夫
を
も
っ
て
施
工
に
あ
た
り
、
無
事
故
で
工

期
内
に
完
成
さ
せ
た
こ
と
を
評
価
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
優
良
工
事
に
お
け
る
下
請
負
者
及
び
下
請
負
者
の
専

任
技
術
者
と
し
て
、(

有)

曽
根
工
業
と
主
任
技
術
者
の
下
川
直

克
氏
、(

株)

関
組
と
主
任
技
術
者
の
田
中
弥
稔
氏
、(
株)

北
瀬

海
運
建
設
と
主
任
技
術
者
の
堺
真
也
氏
も
表
彰
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
該
工
事
の
現
場
代
理
人
で
あ
る
西
野
弘
造
氏
は
、

7
月
17
日
に
北
陸
地
方
整
備
局
で
優
良
建
設
技
術
者
局
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

３


